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1はじめに
　老年病科の入院患者は高齢であることに加え治療
上禁食となることが多い。そのため、一頭運動が乏し
く味覚からの迷走神経刺激が少ないことにより唾液
分泌が低下し、口腔内の清潔が保たれにくい。
　当病棟では昨年度唾液分泌による自浄効果に着目
し、リンゴ酢とジャスミン茶を併用した口腔ケア方
法について検討し報告した。しかし細菌学的検討を
行なっていないため清潔保持の面で確実性に欠け、
さらに症例数が少なく方法の確立には至らなかった
こと等の課題が残された。そこで、今回リンゴ酢を用
いた口腔ケア方法についての細菌学的検討を行った
ので報告する。
　なお、従来使用していたオラドール②が病院で採用
されなくなったため、口腔ケア方法として多くの研
究で用いられているイソジンガーグル⑭との比較検：討
を行った。
皿研究方法
1．対象
　24時間以上禁食中で含噺が不可能な患者（8名）
　年齢：65歳～103歳（平均83．75歳）
　最短速球日数：8日
　最長禁食日数：283日
2．研究期間
　平成13年8月28日～10月18日
3．口腔ケァ
　ロ腔ケアに使用した溶液は以下の2種類である。
　（1）リンゴ論義
　　　『美濃特選鳴りんご酢』⑧（内堀醸造）を滅菌
　　　蒸留水で30％に希釈したもの（以下リンゴ酢
　　　とする）：酸度1．35％　pH3．0
　（2）イソジン液
　　　イソジンガーグル⑭（明治製菓）を滅菌蒸留
　　　水で30倍に希釈したもの（以下イソジン水と
　　　する）：ポピドン二心ド2．3mg／m1含有
　　　p　H4．0
　坊法｝
　①義歯を装着している患者は、あらかじめはず
　　しておく。
　②滅菌巻綿子1本にリンゴ酢・イソジン水各々
　　4mlを含ませたものを3本用意する。
　③1本目で上下頬側を円を描くようにこする。
　④2本目で口蓋、舌を前後運動でこする。
　⑤3本目で上下頬側、口蓋、舌を左右の微振動で
　　　こする。
　上の方法で7時・13時・19時の1日3回施行する。
　（図1参照）
　A～Fの患者に対してはリンゴ酢、イソジン水で
　のケアを行った。G・Hの患者に対してはリンゴ
　酢のみでのケアを行った。それぞれのケアの間隔
　は1週間あけた。
4．検体
　（1）採取法：滅菌生理食塩水を含ませた滅菌巻
　　　綿子で口腔内をまんべんなく擦過し、滅菌生
　　　理食塩水10mlに作成した菌浮遊液を検体と
　　　した。検体採取時間は、ケア施行直前・1時
　　　間後・3時間後・6時間後・24時間後の5
　　　回とした。（図1参照）
　（2）菌数測定：検体を1000～10000倍に滅菌生
　　　理食塩水で希釈し、その0．lm1を普通寒天培
　　　地（2枚）にまいて、37℃×24時間培養した。
　　　分離されたコロニー数を数えて検体中の細
　　　菌数を求めた。
　　　緬羊（CFU／ml）＝コロニー数×10×希釈度
　　　（1000又は10000）
　（3）pH測定1ブックタイプpH試験紙⑧（東
　　　洋濾紙）を使用し、舌下の唾液で測定した。
5．データ処理
　統計は反復分散分析法とt検定を用いた。
6．倫理的配慮
　患者または家族に得られた結果は研究以外の目
　的で使用しないことを説明し、紙面・口頭にて了
　解を得た。
皿結果
　リンゴ酢・イソジン水の細菌数は表1・表2に、p
Hの変化は表3・表4とした。またそれぞれの細菌減
少率は図2・図3とし、細菌減少率とpHの経時的変
化は図4・図5とした。リンゴ酢を用いた結果、3時間
後で10％以下に減少を認めた例（有効群）は8例中2例、
減少傾向を認めた例（中間群）は3例、増加した例（無
効群）は3例であった。イソジン水を用いた結果では、
3時間後で10％以下に減少を認めた例（有効群）は6例
中1例、減少傾向を認めた例（中間群）は4例、増加し
た例（無効群）は1例であった。リンゴ酢よりイソジン
水の方が細菌の増殖を抑制する傾向はみられたが、
統計学的には有意差は認められなかった。pHでは、
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リンゴ酢8例中4例は上昇傾向を示し、4例は下降傾向
を示した。イソジン水は全体的に下降傾向を示した。
禁忌期間の平均日数はリンゴ酢の有効群では32日間、
中間群84日間、無効群107日間、イソジン水の有効群
では56日間、中間群124日間、無効群53日間であった。
w考察
　唾液にはリゾチーム・ペルオキシダーゼ・ラクト
フェリン・IgA等が含まれており、口腔内の第一
次防衛となって上気道感染を予防する。唾液の高度
の減少は口腔内の自浄作用を低下させ、乾燥・舌
苔・口臭の原因とも言われている。
　今回、昨年度の看護研究の結果もふまえ、「リンゴ
酢の刺激に対し、口腔内を中性に保とうとする生理
的反応及び、味覚（酸味）による迷走神経刺激の両者
により唾液が分泌され、口腔内細菌の繁殖が抑制さ
れる。」という仮説を立てた。
　その結果、リンゴ酢を用いた症例の8例中2例にお
いて細菌数の減少を認めた。しかし3例に減少傾向を
認めるものもあったが明らかな効果は現れず、3例に
おいては全く効果は認められなかった。有効群のA
とHはpHの上昇も認められており、唾液が分泌さ
れ、自浄作用を促進できたと考えられる。常田ら1）は
「梅酢のpHが酸性にもかかわらず、口腔ケア後に口
腔内がアルカリ性の傾向を示したことは、梅酢の酸
を中和するため、唾液分泌が活発になったためと推
測し、梅酢による口腔ケア後は、アルカリ性および中
性の状態が長く、唾液分泌効果が持続的である。」と
述べている。さらに有効群Aにおいて細菌数の減少
につながった理由として、他の患者に比べて禁食日
数が短いこと、バクトロバン軟膏の鼻腔内塗布を行
っていたこと、また閉口していることが多いため口
呼吸による乾燥が妨げられたこと等が考えられる。
有効群Hにおいても禁食日数が短かったこと、閉口
していることが多かったこと等が挙げられる。
　中間群のBとCでは、酸素を使用しているという
共通点があり、その風流により口腔内が乾燥し舌苔
も発生していた。そのため、舌苔が存在することで細
菌数の減少が認められなかったことにつながるので
はないかと考えられる。また、細菌数とpHが連動し
た変化を認めるものの、経時的変化でみると不規則
な変化が目立つのは口腔ケアの間にネブライザーや
吸引等を施行していたことが影響していたと考えら
れる。
　無効群の3例では、禁食日数が他の患者に比べて極
めて長かった。長期の禁食が口腔内の生理的反応及
び、味覚による迷走神経刺激の感受性を低下させた
のではないかと考えられる。
　イソジン水の有効群、中間群においては、pHの変
化は乏しかったものの、細菌数の減少がみられたこ
とは薬液による消毒・殺菌効果によるものと考えら
れる。
　草野ら2）は「常在菌叢はヒトと共生関係にあり、感
染防御的働きをもっており、感染を制御している。」
と述べている。今回の研究は口腔内総細菌数のみを
調べたもので、常在菌・病原菌の種類は明らかでな
い。そのため、イソジン水に比べて細菌数減少がみら
れなかったことで、リンゴ酢の効果を完全に否定す
ることはできない。
Vまとめ
　リンゴ酢により唾液分泌を促し自浄効果を高め清
潔を保持するには、その患者の自浄能力、口腔内の状
態、行われている治療等が影響する。イソジン水によ
るロ腔ケアは消毒・殺菌力はあるが自浄効果を高め
る作用は少ないと思われる。このことから個々に合
わせた口腔ケアを検討していく必要がある。
「V［おわりに
　今回の研究では、細菌数の経日的変化の検討は行
わなかった。そのため、継続してケアを行った場合の
細菌数の変動は明らかにしていない。今後この研究
をさらに進め、患者の状態・ロ腔内の環境・嗜好に
合ったより効果的な口腔ケアを考え、個別性のある
看護の実践を図っていきたい。
　最後に研究を進めるにあたり、ご協力頂いた患者
様、微生物学教室の小池先生、老年科医局の先生方に
深く感謝します。
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表1　リンゴ酢の実細菌数変化
施行前 1時間後 3時間後 6時間後 24時間後
A 10 5 Not　examinedNot　examined2
B 77 400 66 170 230
C 340 410 180 270 150
D 10 41 47 llO 47
E 2700 1100 290 2300 4900
F 660 1！00 1900 2600 2300
G 140 260 210 160 550
H 20 4 1 21 1
XIOi
表2　イソジンの実細菌変化
施行前 1時間後 3時間後 6時間後 24時間後
A 13000 1．5 19 17 450
B 1400 1700 850 190 410
C 360 260 220 180 850
D 180 62 130 160 260
E 2800 2200 9000 920 1900
F 1100 120 140 38 2500
Xloi
表3　リンゴ酢のpH変化
施行前 1時間後 3時間後 6時間後 24時間後
A 6．4 7．0 7．2 7．2 Not　examined
B 6．8 6．4 6．8 64 6．2
C Not　examilled6．4 Not　examinedNot　examined6．4
D 5．4 6．4 6．2 6．2 5．4
E 6．6 6．4 6．6 6．2 6．8
F 7．0 6．4 7．0 64 6．4
G 5．6 6．2 6．2 6．2 6．2
H 6．4 7．4 7．8 6．4 5．8
表4　イソジンpH変化
施行前 1時間後 3時間後 6時間後 24時間後
A 6．4 6．0 6．2 7．4 6．2
B 6．8 6．6 Not　exarnined6．4 6．4
C Not　examilled6．2 6．2 Not　examined6．8
D 5．4 Not　examined6．2 6．0 Not　examined
E 6．6 7．0 6．2 64 6．6
F 7．0 7．4 6．8 6．4 6．4
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図3　イソジンの細菌減少率
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図4　細菌減少率の経時的変化
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図5　pHの経時的変化
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